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248 号 

組合除雪機活用について 

草間工業（株）草間徳夫（広報委員） 

 

 朝から小雪が降る１月３０日（金曜日）、私達は、

会社の事務所で待機していました。１０時いよいよ

作業の為、それぞれ除雪機などに乗り、現場となる

檜原小学校付近に向かいました。 

その頃には、雪はどんどん積もってきていました。 

 私は、新しいタイプのスノーロータリー（小型除

雪機）を使う事になりました。それは、レバーを握

ると動きだし、離すと止まるとういう簡単な操作の

もので、まるで電動の車イスを押しているような感

じで動かせました。 

小型なので小回りが利いて、雪の吐き出し口も左右

に替えられ、とても使いやすく作業が出来ました。 

 片側が住宅の場合、歩道を進むスノーロータリー

の横にトラックを伴奏させ、吐き出し口をトラック

に向ける事で除雪しながら雪を積めるので、効率良

く作業が進みました。 

 最後に塩カリを撒いて終了し、近隣住民の皆様に

喜んで頂きました。 

 

 
 

 

③
㈱
村
尾
重
機 

工
事
名
：
路
面
補
修
工
事
（
２
６
西
の
１
４
） 

工
事
場
所
：
羽
村
市
羽
東
地
内 

請
負
金
額
：
￥
一
二
七
，
〇
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

現
場
代
理
人
：
荒
井 

慎
二 

進
捗
率
：
六
十
％ 

い
つ
も
工
夫
の
多
い
村
尾 

重
機
さ
ん
で
す
が
、
こ
の
現 

場
で
は
電
線
防
護
の
徹
底
ぶ 

り
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、 

新
奥
多
摩
街
道
羽
村
羽
東
区 

域
を
走
行
し
て
み
て
下
さ
い
。 

渋
滞
に
よ
る
苦
情
対
策
と 

し
て
、
現
場
の
七
キ
ロ
先
牛 

浜
に
工
事
予
告
板
を
出
し
て 

い
る
そ
う
で
す
。 

他
に
も
、
こ
ど
も
一
一
〇
番 

な
ど
も
積
極
的
に
さ
れ
て
い 

ま
し
た
。 

  

災
害
対
策
安
全
委
員
会
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告 

 

災
害
対
策
安
全
委
員
会 

副
委
員
長 

島
田 

昌
典 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
二
日
に
実
施
し
た
、
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

今
回
は
委
員
が
二
班
に
分
か
れ
て
、
四
現
場
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

各
現
場
と
も
に
、
大
変
よ
く
管
理
さ
れ
て
お
り
指
摘

事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
ん
な
事
か
ら
、
各
現
場
に
お
い
て
良
か
っ
た
点
を
記

載
い
た
し
ま
す
。 

①
㈱
武
田
組 

工
事
名
：
道
路
災
害
防
除
工
事
（
ふ
た
六
西
の
一
二
） 

工
事
場
所
：
檜
原
村
南
郷
地
内 

請
負
金
額
：
￥
六
三
，
一
九
〇
，
〇
〇
〇
円 

現
場
代
理
人
：
戸
澤 

太
一 

 

進
捗
率
：
八
五
％ 

檜
原
か
ら
上
野
原
へ
抜
け
る
道
の
甲
武
ト
ン
ネ

ル
手
前
、
一
番
急
カ
ー
ブ
に
位
置
す
る
現
場
で
し

た
。 

 

   

さ
ら
に
一
日
中
日

光
の
届
か
な
い
場
所

で
、
今
年
は
雪
が
少
な

い
と
は
い
え
路
面
凍

結
な
ど
に
苦
労
し
た

そ
う
で
す
。 

二
十
四
時
間
一
車

線
規
制
で
交
通
整
理

要
員
常
駐
で
す
が
、
夜

中
に
走
行
す
る
車
に

も
悩
ま
さ
れ
た
そ
う

で
す
。 

そ
ん
な
中
で
安
全
第

一
に
作
業
を
進
め
、
当

日
は
ア
ン
カ
ー
最
後

の
一
本
を
施
工
中
で

し
た
。 

民
家
の
歩
道
が
近
く
に
あ
る
た
め
に
、
優

先
的
に
通
行
し
て
頂
く
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

②
小
河
内
建
設
㈱ 

工
事
名
：
道
路
災
害
防
除
工
事
（
二
六
西
の
一
九
） 

工
事
場
所
：
奥
多
摩
町
日
原
地
内 

請
負
金
額
：
￥
六
〇
，
〇
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

現
場
代
理
人
：
船
木 

努 

進
捗
率
：
五
％ 

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
現
場
で
、
仮
設
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を

設
置
中
で
し
た
。 

 

 

 

④
岩
浪
建
設
㈱ 

工
事
名
：
千
ヶ
瀬
５
丁
目
地
区
・
青
梅
地
区
急
傾
斜
地
防
災
工
事 

工
事
場
所
：
青
梅
市
千
ヶ
瀬
地
内 

請
負
金
額
：
￥
五
八
，
〇
〇
〇
，
〇
〇
〇
円 

現
場
代
理
人
：
並
木 

俊
典 

進
捗
率
：
八
％ 

 

既
存
の
法
枠
に
、
受
圧
板
と
ア
ン
カ
ー
を

設
置
す
る
現
場
で
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
し

た
。
搬
入
路
が
と
て
も
狭
い
中
、
工
夫
が
見

ら
れ
ま
し
た
。 

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
現
場
に
行
く
と
い

つ
も
感
じ
る
の
で
す
が
、
ど
の
会
社
も
色
々

創
意
工
夫
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
な
と
思

い
ま
す
。 

無
事
故
で
現
場
を
完
成
さ
せ
る
の
は
当

た
り
前
で
、
さ
ら
に
一
歩
上
を
行
く
現
場
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
他
社
の
現
場
の

良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、
自
社

で
も
創
意
工
夫
し
て
現
場
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 

この除雪機は、東日本建設業保証㈱「創立６０周年

記念建設業貢献策」助成金を受け購入した８台の内の

１台です。 

 



    西多摩建設業協同組合  広報委員会  ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 平成２７年３月１８日  第２４８号（２）  

 

                                                                        

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ２ 月 事 業 報 告  

４日 青梅商工会議所合同経営講習会開催 

４日 三多摩建設連合会 ２７年新年懇親会 八王子市内 

９日 東京都建設局訓練実施に伴う、『東京湾北部を震源と

する大規模地震（マグニチュード７．３、震度６弱

以上）が、午前７時発生との想定に基づき、 

（西建職員参集の初動訓練）実施に併せて、 

道路啓開協定業者 全員参加 

     内容：西多摩管内 全７１路線 点検報告訓練実施 

１３日 広報委員会 ２４７号編集発行 

１６日 総務委員会 

１７日 事業委員会 

１８日 理事会 

２３日 災害対策安全委員会 

 ３ 月 事 業 計 画  

１１日 東日本大震災の追悼行事 全組合員で黙祷実施 

１２日 事業委員会 

１２日 災害対策安全委員会 

１２日 年度末安全パトロール ５現場実施 

              （災害対策安全委員会） 

１３日 広報委員会 ２４８号編集発行 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 
 

≪西多摩建設業協同組合 第４９回通常総会》 

月日  ５月２１日（木曜日） 

総会 会場：青梅市福祉センター ３階うめ 

総会懇親会 

会場：青梅市福祉センター ３階ふよう 

 

 

そ
し
て
、
組
合
員
皆
さ
ん
の
現
場
全
体
の
レ
ベ
ル
が

上
が
っ
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
全
体
の
受
注
ア
ッ
プ
に
も

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

三
月
三
十
一
日
ま
で
、
建
設
業
年
度
末
労
働
災
害
防

止
強
調
月
間
で
す
。 

  

 

事

故

は

絶

対

に

起

こ

さ

な

い

と

言

う

強

い

決

意

を

持
っ
て
、
毎

日

安

全

に

作

業

を

進

め

ま

し

ょ

う
。 

 
                  

  

 

 

 

建設業年度末労働災害防止強調月間 
実施期間 ３月１日から３月３１日 

 

◇会員が実施する重点事項◇ 

   会員は、本強調月間の趣旨・目的を踏まえ、次の重点事項を   

  参考として、企業の実情に即した実施計画を作成し、積極的に

推進する。     

 Ⅰ 経営トップ等による年度末安全パトロールの実施 

①「労働安全衛生関係法令」、「建設業労働災害防止規定」、 

「企業の安全衛生基準」等の順守の確認 

②統括安全衛生管理の実施の確認ならびに安全講和等による

安全意識の高揚 

Ⅱ 墜落・転落災害の防止 

Ⅲ 建設機械・クレーン等災害の防止 

  ①車両系建設機械等（高所作業車などを含む）に接触するお 

   それのある場所への立入禁止措置または誘導者の配置によ

る誘導の徹底 

②荷のつり上げ作業時は、荷の下への立入禁止措置の徹底 

③建設機械等の作業計画作成による安全対策の徹底および有

資格者の選任・配置の徹底 

Ⅳ 倒壊・崩落災害の防止 

  建設業労働災害防止協会配布「建設の安全」号外の建設業年度

末労働災害防止強調月間実要領参照し実施して下さい。 

      

建設業労働災害防止協会東京支部 西多摩分会 

 
 

 

 

 

 

 

 
東日本大震災が発生から４年が経過、当組合では、震災の記憶を風

化させることなく、被災地の復興を願って黙祷を捧げました。 
 

東日本大震災 追悼行事実施 
３月１１日（月）午後２時４６分より１分間の黙祷 

                   （災害対策安全委員会） 

 
 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内  青梅校 2015年度開講講座 

◎宅地建物取引主任者本科コース  
・講義日時 基礎講義 ３月初旬 ～４月中旬 

本講義 ４月下旬（水）～９月下旬 

     １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎１級土木施工管理技士学科講座  

・講義日程  ３月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

    平成２７年８月～ １０月 （予定） 

     毎週月曜・水曜  

１８時３０分～２０時３０分  

（曜日が変更の場合あり） 

◎２級土木施工管理技士コース 
基礎講義 ６月２５日（木）～７月９日（木） 

   １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１４日（火）～１０月１３日（火） 

   １８時４０分～２０時４０分 毎週 火・木 

◎２級建築施工管理技士コース 
・講義日時  

基礎講義 ９月１日（火）～９月１５日（火） 

    １８時３０分～２０時００分  毎週 火・木 

   本講義 ９月２４日（木）～１１月５日（木） 

        ９時～１３時     毎週 日曜日 

         １８時３０分～２０時  毎週 火・木 

（受講申込）等の連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。  

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅校（西建協） 事務局  0428-22-6245 石川 

日建学院 立川校  042－527－3291 担当：澤田 

 

 

 


